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【事務局より】 

【Dr.伊藤のすこやかコラム：スギ花粉・黄砂・PM2.5】 
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【事務局より】 

都内では桜が散り始めました。 

春は別れと新たな出会いの季節。 

卒園の切ない別れに心を震わせ、 

新しい出会いに胸を躍らせている子どもたち。 

4月からそれぞれの場所でたくさんの出会いを通し成長してほしいと願います。 

 

さて、2012年度の調査ご協力誠にありがとうございました。 

遅くなってしまいましたが、 

ご協力いただきましたご世帯の皆さんには、 

4月上旬には調査結果が届く予定です。 

今しばらくお待ちください。 
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【 Dr. 伊藤のすこやかコラム：】スギ花粉・黄砂・PM2.5 (伊藤淳先生) 
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今年はスギ花粉の飛散量が例年の数倍も多いことに加えて、 

黄砂や基準を超える PM2.5が観測される日も増えています。 

スギ花粉は花粉症を起こしますし、黄砂や PM2.5は喘息や気管支炎など呼吸器系に影響します。 

さらに黄砂に付着している大気汚染物質（NOxや Soxなど）が 

アレルギー反応を誘発する危険性も指摘されています。 

 

スギ花粉症の方のみならず、今年はマスクをして外出される方が多いかと思います。 

マスクでどこまで防げるのか、調べてみました。 

 

スギ花粉は約 30～40ミクロン、黄砂は約 3～4ミクロン、 

PM2.5は 2.5ミクロン以下の微粒子です。 

ちなみに、インフルエンザウイルスは約 0.1ミクロンです。 

 

市販されている一般的なマスク（不織布）は 

5ミクロン以上の大きさの粒子をキャッチするように織られています。 

つまりスギ花粉はキャッチしますが、黄砂や PM2.5は侵入を防ぎきれません。 

インフルエンザウイルスはマスクを通ってしまいますが、 

くしゃみなどで飛び散る 5ミクロン以上の飛沫にウイルスはいるので、 

ある程度の予防効果は期待できます。 



ただしマスクを頑張ってフィットさせてもどうしても隙間ができてしまうので、 

そこからの粒子の侵入は防げません。 

 

0.3ミクロン以上の粒子をキャッチする 

N95マスクという特殊なマスクがありますが、 

顔に完全にフィットさせるととても息苦しく、実用的ではありません。 

したがって、黄砂や PM2.5に対しては「マスクはないよりまし」程度に考えて、 

注意報や警報が発令されたら外出は最小限にとどめ、 

家の中に外気を入れないようにする工夫が必要と考えられます。 

 

環境省のホームページで、大気汚染情報を掲載したサイトがあります。 

参考までにご覧ください。 

 

環境省大気汚染物質広域監視システム「そらまめ君」 

http://soramame.taiki.go.jp/ 

                  伊藤淳（小児科医） 
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■次号(第 23号)の予定■ 

1.研究メンバーのリレー記事 

2.Dr.伊藤のすこやかコラム 

3.その他 

---------------------------------------------- 

4月下旬ごろの配信予定です。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

★本メールマガジンについて 

本メールマガジンは，これまで登録されているメールアドレスと今回登録ハガキにご記入くださいましたメール

アドレスに、東大WLBと健康調査事務局がお送りしているものです。 

どちらかのメールアドレスの配信停止や、調査や調査票に関するご質問、住所変更などございましたら、

wlb-project@umin.ac.jpまでご連絡いただければ幸いです。 

本メールの返信(wlb-project-ml@umin.ac.jp)は返信不可となっておりますのでご了承ください。 

★発行元 

〒113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1 

東京大学大学院医学系研究科精神保健学分野 

研究代表者：准教授 島津明人 

事務局：島田 

Tel：03-5841-3522(精神保健学分野) 

Fax：03-5841-3392(精神保健学分野) 

E-mail：wlb-project@umin.ac.jp 

URL：http://www.wlb-health.com/ 
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